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（2006）によれば，盗み食べが 12歳以上 18歳以下で 71.4％に認められた。
また，PWS のほとんどが中度から軽度の知的障害を併せもつ（Butler,














































はない（Van Hooren, Widdershoven, van den Borne, & Curfs, 2002）。した
がって，PWS の問題に対応する上では，家族支援が非常に重要（Dykens &
Shah, 2003）であり，保護者に対する多種の専門家による継続的支援が不可







の特徴として，Dimitropoulos ら（Dimitropoulos, Feurer, Roof, Stone, But-
ler, Sutcliffe, & Thompson, 2000）によれば，食べ物の欲求活動が高く，食
べ物への激しい没頭や満腹感覚の欠如，絶え間のない食べ物探索活動などがも
っとも特徴的であるとされる。















Holsen, Anderson, Hall, Richman, Butler, & Thompson, 2006）によれば知
的障害群に比べて食べ物探索時間が有意に長く監視のないところでこっそり食
べる傾向が高く，約 3倍を食べることが明らかとなった。Glover ら（Glover,
Maltzman, & Williams, 1996）によれば，知的障害群が量よりも好物を優先
して選択する傾向があるのに比べて，自分自身の食べ物の嗜好よりも量を優先




land, Gellatly, Soni, & Owen, 2006），炭水化物などの高カロリーな食べ物へ















































































次に，各年代群の身長と体重および BMI 値の平均と標準偏差を Table 2に
示す。
今回は男女差の検討は行っていないが，全体として 15歳以上で平均 151 cm
といった PWS の低身長の特徴が現れているとともに，ほぼ同様の平均身長で






































































さらに，低体重の指標である BMI 値 18.5未満の割合について検討したと














3～9 歳代 10～14 歳代 20 歳以上15～19 歳代
盗食高群
盗食低群
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